
(57)【要約】

【課題】擁壁用ブロックから構築される擁壁において、

水抜き用の孔によって排出される地山からの水をブロッ

ク前面に流すことなく擁壁外へ排出されるとともに、こ

の排出される水を植栽部へ誘導することによって、人為

的な強制的な植栽を避け自然に植栽可能な植栽部を提供

することを課題とする。

【解決手段】擁壁用ブロック側面の一部に水みちを設け

ること、および該水みちの途中に植栽部と成りえる空間

を設けることによって、擁壁背後の土中の水をブッロク

前面を通さずに擁壁外へ排出されるとともに、自然に従

った植栽が可能となる擁壁用ブロックを提供する。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
前 壁 、 中 間 壁 、 中 間 壁 に 取 り 付 け ら れ て い る 控 え 部 材 と か ら 構 成 さ れ る 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク に
お い て 、 中 間 壁 前 部 頂 部 と 中 間 壁 前 部 と 中 間 壁 後 部 と か ら 中 間 壁 が 構 成 さ れ て お り 、 さ ら
に 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 に 貯 水 可 能 な 空 間 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
地 山 か ら 排 出 さ れ た 水 が 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 へ 誘 導 さ れ る 構 造 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
前 壁 と 中 間 壁 と の 間 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 か ら 溢 れ 出 し た 水 が 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 を 通 っ て
そ れ ぞ れ 左 右 反 対 方 向 、 又 は 一 定 の 方 向 へ 流 れ 出 す 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 及 び 請 求 項 ２ 記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
水 抜 き 孔 が 控 え 部 材 中 に 設 け ら れ て い て 、 該 水 抜 き 孔 に よ っ て 地 山 と 前 壁 と 中 間 壁 と の 間
の 貯 水 可 能 な 空 間 部 と が 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 及 び 請 求 項 ３
記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
前 壁 が 吸 水 率 ２ ～ ２ ０ ％ の セ メ ン ト 系 素 材 、 ま た は ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ お よ び 請 求 項 ４ 記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 、 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ 記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク に よ っ て
構 成 さ れ る 擁 壁 に お い て 、 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 か ら 溢 れ 出 し た 水 が 前
壁 と 中 間 壁 と の 間 を 通 っ て そ れ ぞ れ 左 右 反 対 方 向 、 又 は 一 定 の 方 向 へ 流 れ 出 し 、 下 段 の 擁
壁 用 ブ ロ ッ ク の 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 へ 流 れ 込 み 、 更 に 余 剰 と な っ た 水
は 順 次 同 様 に 流 れ 下 り 最 下 段 か ら 擁 壁 の 外 に 排 出 さ れ る 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 擁
壁 。
【 請 求 項 ７ 】
隣 り 合 う 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 中 間 壁 前 部 と 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 中 間 壁 前 部 と の 間 の 空 間 に 植 栽
部 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 擁 壁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク お よ び そ れ を 用 い た 擁 壁 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 道 路 わ き の 擁 壁 等 は 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 積 み ブ ロ ッ ク を 積 み 重 ね る こ と に よ っ て
構 築 さ れ る 場 合 が 多 い 。 こ の 場 合 の 道 路 わ き の 法 面 に 擁 壁 を 構 築 す る 方 法 は 、 法 面 の 傾 斜
に 合 わ せ て 積 み ブ ロ ッ ク を 積 み 重 ね て い き 、 積 み ブ ロ ッ ク と 法 面 を 有 す る 地 盤 の 間 の 空 隙
内 に 裏 込 め コ ン ク リ ー ト を 流 し 込 ん で い る 。 し か し な が ら 、 地 盤 中 に 雨 水 が 浸 透 す る と 、
土 圧 の 増 加 に よ っ て 、 擁 壁 等 が 崩 壊 す る 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の た め 、 例 え ば 、 積 み ブ ロ ッ ク 自 体 に 水 抜 き 用 の 孔 を 設 け て い た り （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ） 、 ブ ロ ッ ク 同 士 の 間 に 水 抜 き 用 の 孔 を 設 け た り （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） し て
、 こ の 孔 か ら 地 盤 中 の 水 を 排 水 さ せ る こ と に よ っ て 土 圧 の 増 加 を 防 い で い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 で 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 擁 壁 は 、 堅 固 な 法 面 を 構 成 す る こ と で 土 砂 崩 れ 等 の 被 害 対 策
に は 非 常 に 有 効 で あ る 。 し か し な が ら そ の 反 面 、 景 観 上 や 、 生 態 系 の 保 全 等 の 面 か ら は 好
ま し く な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の た め 、 積 み ブ ロ ッ ク の 内 部 に 空 間 部 （ 植 栽 部 ） を 設 け 、 そ の 空 間 に 植 栽 用 の 土 を 充
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填 し 、 そ こ に 植 物 等 を 植 栽 し た り し て 、 景 観 性 の 向 上 や 生 態 系 の 保 全 を 図 っ て い る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。 こ の 場 合 、 植 栽 部 に 保 水 さ れ る そ れ 以 上 の 水 が 流 入 し て 来 た 場 合
は 、 植 栽 部 底 部 に 設 け ら れ た 水 抜 き 孔 に よ っ て 下 段 の ブ ロ ッ ク の 植 栽 部 に 導 か れ る よ う な
技 術 も 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 参 照 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ８ ４ ２ ４ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ２ ９ ５ ８ ８ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ７ － １ ９ ７ ４ ７ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ０ ６ － ２ ５ ７ １ ７ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 積 み ブ ロ ッ ク 自 体 に 水 抜 き 用 の 孔 を 設 け て い た り 、 ブ ロ ッ ク 同 士 の 間 に
水 抜 き 用 の 孔 を 設 け た り す る 方 法 で は 、 土 中 の 水 は 該 水 抜 き 用 の 孔 に よ っ て 擁 壁 前 面 に 排
出 さ れ ブ ロ ッ ク 表 面 を 流 れ 落 ち る の で 、 水 が 通 っ た 跡 は 汚 く な る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 で 、 植 栽 部 を 設 け て 植 栽 す る 方 法 で は 、 植 栽 部 に 充 填 さ れ た 土 に 保 水 さ れ る 水 の 量
に は 限 界 が あ り 、 降 雨 が 長 期 間 な か っ た り 、 高 温 が 続 い た り し た 場 合 に は 、 植 物 が 枯 死 し
て 景 観 上 見 苦 し い と い う 問 題 点 が あ る 。
　 ま た 、 保 水 さ れ る 以 上 の 水 が 流 入 し た 場 合 は 、 オ ー バ ー フ ロ ー し て 植 栽 部 か ら 溢 れ ブ ロ
ッ ク 前 面 か ら 流 れ 落 ち 、 上 述 の よ う な ブ ロ ッ ク 前 面 の 汚 濁 を 起 こ す と い う 問 題 点 も あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 水 抜 き 用 の 孔 に よ っ て 排 出
さ れ る 水 を ブ ロ ッ ク 前 面 を 流 れ る こ と な く 擁 壁 外 へ 排 出 さ れ る と と も に 、 こ の 排 出 さ れ る
水 を 植 栽 部 へ 誘 導 す る こ と に よ っ て 、 人 為 的 な 強 制 的 な 植 栽 を 避 け 自 然 に 植 栽 可 能 な 植 栽
部 を 有 す る 擁 壁 及 び 該 擁 壁 を 構 築 す る た め の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 ブ ロ ッ ク 側 面 の 一 部 に 水
み ち を 設 け る こ と 、 お よ び 該 水 み ち の 途 中 に 植 栽 部 と 成 り 得 る 空 間 を 設 け る こ と に よ っ て
、 擁 壁 背 後 の 土 中 の 水 を ブ ッ ロ ク 前 面 を 通 さ ず に 擁 壁 外 へ 排 出 さ れ る と と も に 、 自 然 に 従
っ た 植 栽 が 可 能 と な る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 前 壁 、 中 間 壁 、 中 間 壁 に 取 り 付 け ら れ て い る 控 え 部 材 と か ら 構 成 さ れ る 擁 壁
用 ブ ロ ッ ク に お い て 、 中 間 壁 前 部 頂 部 と 中 間 壁 前 部 と 中 間 壁 後 部 と か ら 中 間 壁 が 構 成 さ れ
て お り 、 さ ら に 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 に 貯 水 可 能 な 空 間 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 擁 壁 用
ブ ロ ッ ク で あ る （ 請 求 項 １ ） 。
　 そ し て 、 地 山 か ら 排 出 さ れ た 水 が 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 へ 誘 導 さ れ る
構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク で あ る （ 請 求 項 ２ ） 。
　 さ ら に 、 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 か ら 溢 れ 出 し た 水 が 前 壁 と 中 間 壁 と の
間 を 通 っ て そ れ ぞ れ 左 右 反 対 方 向 、 又 は 一 定 の 方 向 へ 流 れ 出 す 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ 記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク （ 請 求 項 ３ ） で あ る 。
　 次 に 、 水 抜 き 孔 が 控 え 部 材 中 に 設 け ら れ て い て 、 該 水 抜 き 孔 に よ っ て 地 山 と 前 壁 と 中 間
壁 と の 間 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 と が 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 及 び
請 求 項 ３ 記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク で あ る （ 請 求 項 ４ ） 。
　 そ し て 、 前 壁 が 吸 水 率 ２ ～ ２ ０ ％ の セ メ ン ト 系 素 材 、 ま た は ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ お よ び 請 求 項 ５ 記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク
で あ る （ 請 求 項 ５ ） 。
　 そ し て 、 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 、 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ 記 載 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ
ク に よ っ て 構 成 さ れ る 擁 壁 に お い て 、 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 か ら 溢 れ 出
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し た 水 が 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 を 通 っ て そ れ ぞ れ 左 右 反 対 方 向 、 又 は 一 定 の 方 向 へ 流 れ 出 し
、 下 段 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 前 壁 と 中 間 壁 と の 間 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 へ 流 れ 込 み 、 更 に 余 剰
と な っ た 水 は 順 次 同 様 に 流 れ 下 り 最 下 段 か ら 擁 壁 の 外 に 排 出 さ れ る 構 造 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 擁 壁 で あ る （ 請 求 項 ６ ） 。
　 ま た 、 隣 り 合 う 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 中 間 壁 前 部 と 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 中 間 壁 前 部 と の 間 の 空
間 に 植 栽 部 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 擁 壁 で あ る （ 請 求 項 ７ ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク お よ び 擁 壁 は 、 次 の 方 法 に よ っ て 製 造 お よ び 構 築 さ れ る 。
　 〔 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 製 造 〕
　 本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 製 造 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 通 常 の コ ン ク リ
ー ト 製 品 を 製 造 す る 方 法 に 従 え ば 良 い 。
即 ち 、 各 材 料 を 軽 量 し 、 ミ キ サ ー に 投 入 ・ 攪 拌 後 、 鉄 筋 等 を 配 置 し た 所 定 の 型 枠 に 充 填 し
、 流 し 込 み に よ る 振 動 締 め 固 め 、 又 は 加 圧 な い し 加 圧 振 動 締 め 固 め を 行 う 。 養 生 方 法 は 気
中 養 生 、 蒸 気 養 生 の 何 れ で も 良 い 。 養 生 後 、 脱 型 す る こ と に よ っ て 、 本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ
ッ ク を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 〔 擁 壁 の 構 築 〕
　 擁 壁 の 構 築 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 通 常 の コ ン ク リ ー ト 製 擁 壁 を 構 築 す る 方
法 に 従 え ば 良 い 。
　 す な わ ち 、 基 礎 コ ン ク リ ー ト 打 設 後 、 多 数 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 を 突 き 合 わ せ て 並 列
し 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 地 山 側 に 胴 込 め 材 料 を 充 填 し な が ら 、 順 次 段 数 を 積 み 上 げ て 施 工 し
て 行 き 、 最 後 に 天 端 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す れ ば 良 い 。 積 み 方 と し て は 、 布 積 み 、 谷 積 み 等
い ず れ で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 〔 植 栽 部 の 作 成 〕
植 栽 部 は 、 水 透 過 性 材 料 、 又 は 植 生 基 盤 か ら 構 成 さ れ る 。 水 透 過 性 材 料 の 例 と し て は 、 塩
化 ビ ニ ル 製 や ポ リ プ ロ ン 製 等 か ら な る 樹 脂 繊 維 、 バ ガ ス や 椰 子 殻 繊 維 等 か ら な る 植 物 性 繊
維 等 か ら 構 成 さ れ る 水 透 過 性 を 有 す る ブ ロ ッ ク 状 物 や 網 目 状 物 等 が あ る 。 こ れ ら の 形 状 は
特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 布 状 、 矩 形 状 、 三 角 形 状 、 Ｔ 字 形 状 、 球 形 状 で も 良 い 。 植
生 基 盤 の 例 と し て は 、 肥 料 等 を 充 填 し た ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト 製 ブ ロ ッ ク 、 肥 料 等 を 混 入
し た パ ー ラ イ ト 等 を ブ ロ ッ ク 化 し た も の 等 が あ る 。 こ れ ら の 形 状 は 特 に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 矩 形 状 、 三 角 形 状 、 Ｔ 字 形 状 、 球 形 状 で も 良 い 。
こ れ ら の 水 透 過 性 材 料 、 又 は 植 生 基 盤 を 、 隣 り 合 う 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 中 間 壁 前 部 と 擁 壁 用
ブ ロ ッ ク の 中 間 壁 前 部 と の 間 の 空 間 に 設 置 す る こ と に よ り 植 栽 部 を 作 成 す る こ と が で き る
。 設 置 方 法 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 補 助 具 を 使 用 し て 固 定 し て も 良 く 、 前 記 空 間
に 嵌 め 込 ん で も 良 い し 、 接 着 材 等 で 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク に 接 着 し て も 良 い し 、 Ｔ 字 形 状 の も の
を 引 っ 掛 け る だ け で も 良 い し 、 隣 り 合 う 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 中 間 壁 前 部 と 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の
中 間 壁 前 部 と を 跨 ぐ よ う に 設 置 し て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 来 、 積 み ブ ロ ッ ク に よ り 構 築 さ れ た 擁 壁 は 、 積 み ブ ロ ッ ク 前 面 に 水 抜 き 孔 が 存 在 し 、
こ の た め 該 水 抜 き 孔 が 擁 壁 全 面 に 点 在 し て 景 観 を 損 ね て い る だ け で な く 、 該 水 抜 き 孔 か ら
排 出 さ れ た 擁 壁 背 後 の 土 中 の 水 が 積 み ブ ロ ッ ク 表 面 を 通 過 し た 跡 が 汚 く 汚 れ て 更 に 不 快 感
を 与 え て い た 。
　 ま た 、 植 栽 部 を 設 け た 積 み ブ ロ ッ ク に よ る 擁 壁 の 場 合 は 、 植 栽 部 に 充 填 さ れ た 土 等 の 保
水 量 の 制 限 や 降 雨 が 長 期 間 な か っ た 場 合 等 を 考 慮 せ ず 、 強 制 的 に 植 栽 を 施 し た こ と に よ り
前 述 の 乾 燥 等 に よ り 植 物 が 枯 死 す る 場 合 が あ り 、 こ の 場 合 は 枯 死 し た 植 物 が そ の ま ま 存 在
す る た め 著 し く 景 観 を 損 な い 極 め て 不 快 感 を 与 え て い た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク に よ れ ば 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 に 水 み ち が で き る よ う に 構 成
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さ れ て い る 為 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 前 面 が 水 の 通 過 に よ っ て 汚 れ る こ と も な く 、 ま た 、 自 然
の 条 件 に 合 っ た 場 合 の み 植 栽 が 可 能 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 為 、 過 度 の 植 栽 に よ る 枯
死 を も た ら す こ と も な く 、 極 め て 良 好 な 景 観 を 提 供 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク 表 面 を 擬 石 等 で 化 粧 し た 場 合 や 表 面 に デ ザ イ ン 性 を も た ら す よ う
な 装 飾 を 施 し た 場 合 は 、 上 記 水 跡 に よ る 汚 れ が 発 生 し な い た め 、 良 好 な 景 観 を 維 持 し 続 け
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク お よ び 該 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク に よ っ て 構 築 さ れ た 擁 壁 の 一 例
を 図 面 に し た が っ て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 一 例 の 正 面 図 、 図 ２ は 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 平 面 図
、 図 ３ は 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 図 、 図 ４ は 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 背 面 図 、 図 ５ は
図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ６ は 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 斜 視 図 、 図 ７ は 図
１ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 背 後 か ら の 斜 視 図 、 図 ８ は 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 前 壁 を 取 り 除 い
た と き の 斜 視 図 、 図 ９ は 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク を 用 い て 構 築 し た 擁 壁 の 一 例 お よ び そ の 周
囲 を 示 す 正 面 図 、 図 １ ０ は 図 ９ の 擁 壁 の 斜 視 図 、 図 １ １ は 図 ９ の 擁 壁 の 断 面 図 、 図 １ ２ は
本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 更 な る 他 の 例 を 示 す 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 斜 視 図 、 図 １ ３ は 図 １ ２
の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 背 後 か ら の 斜 視 図 、 図 １ ４ は 図 １ ２ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 断 面 図 、 図 １
５ は 図 １ ２ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク を 用 い て 構 築 し た 擁 壁 の 一 例 お よ び そ の 周 囲 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。 図 １ ６ は 図 ９ の 植 栽 部 設 置 部 分 付 近 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ は 、 図 １ ～ 図 ８ 、 図 １ ２ ～ 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 擁 壁 用 ブ ロ
ッ ク の 施 工 後 に 露 出 面 と な る 前 面 を 有 す る 前 壁 ２ と 、 前 壁 ２ の 裏 面 側 に 設 け ら れ る 中 間 壁
３ と 、 中 間 壁 ３ の 裏 面 側 に 取 り 付 け ら れ る 控 え 部 材 ４ と か ら 構 成 さ れ る 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク で
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 壁 ２ は 、 水 平 方 向 の 幅 が 中 間 壁 後 部 ３ ｃ と 同 じ 幅 で も 、 一 回 り 小 さ い 幅 で も 良 い 。 た
だ し 、 擁 壁 が 前 面 側 に 湾 曲 し て い る 場 合 に は 一 回 り 小 さ い 幅 の 方 が 施 工 し や す い た め 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 前 壁 ２ の 前 面 （ 表 面 ） は 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 美 観 を 向 上 さ せ る た め に 、 複 数 の 幾
何 学 的 な 形 状 と な る 起 伏 を 設 け た り 、 顔 料 等 で 着 色 し た り 、 天 然 石 や 擬 石 を 任 意 に 配 置 し
た り 、 ま た こ れ ら を 複 数 組 合 わ せ て も 良 い 。 幾 何 学 的 な 形 状 と な る 起 伏 を 設 け た 例 を 図 ６
及 び 図 １ ２ に 示 し て あ る 。 さ ら に 、 前 壁 ２ の 全 部 ま た は 一 部 を 吸 水 率 の 高 い セ メ ン ト 系 素
材 （ 例 え ば 吸 水 率 ２ ～ ２ ０ ％ の セ メ ン ト 系 素 材 ） 、 ま た は ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト 製 と し て
も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 中 間 壁 ３ は 、 中 間 壁 後 部 ３ ｃ と 中 間 壁 前 部 ３ ｂ と 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ と か ら 構 成 さ れ て
い る 。 中 間 壁 前 部 ３ ｂ は 、 中 間 壁 後 部 ３ ｃ よ り 小 さ く 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 中 間 壁 前
部 ３ ｂ の 上 部 の 両 端 に は 略 台 形 状 を 成 す 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 中 間
壁 前 部 頂 部 ３ ａ の 形 状 は 任 意 の 形 状 で も 構 わ な い が 、 両 端 の 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ の 形 状 が
同 じ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ の 高 さ は 、 中 間 壁 後 部 ３ ｃ の 高 さ
よ り 低 く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 と し た の は 、 中 間 壁 後 部 ３ ｃ 、 中 間
壁 前 部 ３ ｂ 、 該 中 間 壁 前 部 ３ ｂ の 上 部 に 位 置 す る ２ 個 の 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ 、 お よ び 前 壁
２ と で 囲 ま れ る 空 間 を 形 成 し 、 該 空 間 を 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ と す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ っ て 、 上 段 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 切 欠 部 ６ か ら 排 出 さ れ
た 水 ま た は 上 部 の 水 抜 き パ イ プ ９ か ら 流 入 す る 水 は 、 下 段 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 貯 水 可 能
な 空 間 部 ５ に 貯 水 さ れ る 。 そ し て 、 該 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ の 容 量 以 上 の 水 は 、 両 端 の 中 間
壁 前 部 頂 部 ３ ａ の 上 部 を 通 過 し て 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 左 右 方 向 に 排 出 さ れ 、 さ ら に 隣 り
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合 う 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク 同 士 の 間 に 設 け ら れ た 水 み ち ８ へ と 導 か れ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 水
を 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ に 蓄 え る こ と が で き る と と も に 、 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ の 容 量 以 上 の
水 は 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 表 面 を 流 れ 落 ち る こ と も な く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 地 山 か ら 排 出 さ れ た 水 ま た は 上 部 の 水 抜 き パ イ プ ９ か ら 流 入 す る 水 を 擁 壁 用 ブ ロ
ッ ク １ の 左 右 方 向 に 排 出 さ せ ず に 一 定 の 方 向 に の み 誘 導 す る 場 合 は 、 中 間 壁 前 部 ３ ｂ の 上
部 に 設 置 さ れ て い る ２ 個 の 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ の 高 さ を 違 え る こ と に よ っ て 、 あ る い は 中
間 壁 前 部 ３ ｂ の 上 部 に 設 置 さ れ て い る 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ を １ 個 に す る こ と に よ っ て 特 定
方 向 に 水 を 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 中 間 壁 後 部 ３ ｃ に は 、 水 抜 き パ イ プ ９ と 連 通 す る た め の 切 欠 部 ６ が 設 け ら れ て い る
。 切 欠 部 ６ の 位 置 お よ び 個 数 は 任 意 で 良 い 。 例 え ば 、 中 間 壁 ３ の 背 後 の 土 中 か ら 直 接 水 抜
き パ イ プ ９ を 切 欠 部 ６ に 連 結 し て も 良 い し 、 水 抜 き パ イ プ ９ を 控 え 部 材 ４ 中 を 通 し て 切 欠
部 ６ に 連 結 し て も 良 い 。 水 抜 き パ イ プ ９ を 控 え 部 材 ４ の 中 を 通 す 場 合 は 、 予 め 擁 壁 用 ブ ロ
ッ ク を 製 造 す る 際 に 水 抜 き パ イ プ ９ を 埋 め 込 ん で お け ば 、 施 工 時 に 水 抜 き パ イ プ ９ を 設 置
す る 手 間 が 省 け る と い う 効 果 が あ る 。
　 さ ら に 、 控 え 部 材 ４ が １ 個 で 、 水 抜 き パ イ プ ９ を 該 控 え 部 材 ４ の 上 方 中 を 通 す 場 合 は 、
切 欠 部 ６ は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 中 間 壁 後 部 ３ ｃ の 上 面 に は 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ 同 士 を 上 下 方 向 に 連 結 す る た め の 連 結 用
凸 部 ３ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 連 結 用 凸 部 ３ ｄ の 形 状 は 任 意 の 形 状 で 良 い が 、 好 ま し く
は 略 円 錐 台 形 状 が 良 い 。 こ の 連 結 用 凸 部 ３ ｄ の 個 数 は 任 意 で 良 く 、 １ 個 で も 複 数 個 で も 良
い 。
　 ま た 、 こ の 連 結 用 凸 部 ３ ｄ に 対 応 し て 、 中 間 壁 後 部 ３ ｃ の 下 面 に は 連 結 用 凸 部 ３ ｄ と 篏
合 可 能 な 形 状 を 有 す る 凹 部 が 対 応 個 数 程 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 位 置 合 わ せ が 不
要 と な る の で 擁 壁 を 構 築 す る 作 業 が 容 易 に 且 つ 迅 速 に 行 う こ と が で き 、 ま た 、 擁 壁 用 ブ ロ
ッ ク １ を 積 み 重 ね た 際 に 前 後 左 右 方 向 に 位 置 ず れ す る の を 防 止 す る こ と が で き る の で 擁 壁
の 構 造 を 強 固 に す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 中 間 壁 後 部 ３ ｃ の 上 面 お よ び 下 面 は 、 連 結 用 凹 部 と 凸 部 の 部 分 を 除 い て は 、 平 面 状 に 形
成 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 上 下 方 向 の 中 間 壁 ３ 同 士 は 、 安 定 し た 状 態 で 連 結 す る こ と
が 可 能 と な る 。
　 一 方 、 中 間 壁 後 部 ３ ｃ の 両 側 面 は 、 切 断 面 が 略 半 円 状 の 曲 面 に な る よ う に 形 成 さ れ て い
る 。 こ れ に よ っ て 、 曲 率 を 有 す る 擁 壁 面 を 構 築 す る 場 合 で あ っ て も 、 隣 り 合 う 擁 壁 用 ブ ロ
ッ ク １ 同 士 を 滑 ら か に 連 結 す る こ と が 可 能 と な る 。 尚 、 平 面 状 の 擁 壁 を 構 築 す る 場 合 は 、
中 間 壁 後 部 ３ ｃ の 両 側 面 は 、 切 断 面 が 曲 面 を 有 さ ず 直 線 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 控 え 部 材 ４ は 、 中 間 壁 ３ の 裏 側 （ 地 山 側 ） に 設 け ら れ る 。 控 え 部 材 ４ の 数 は １ 個 で も 良
い し 複 数 個 で も 良 い 。 控 え 部 材 ４ の 形 状 は 任 意 の 形 状 で 良 い が 、 胴 込 め 材 と の 引 き 抜 き 抵
抗 が 大 き い 形 状 が 好 ま し い 。 ま た 、 控 え 部 材 ４ の 中 に 水 抜 き パ イ プ ９ を 予 め 擁 壁 用 ブ ロ ッ
ク １ の 製 造 時 に 埋 め 込 ん で お い て も 良 い 。 控 え 部 材 ４ の 上 方 中 に 水 抜 き パ イ プ ９ を 埋 め 込
ん だ 場 合 の １ 例 を 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 本 発 明 に 係 わ る 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ は 、 一 体 成 形 で 製 造 し て も 良 く 、 ま た は
前 壁 ２ 、 中 間 壁 ３ 、 控 え 部 材 ４ 等 を 個 々 に 成 形 し た 後 任 意 の 方 法 で 連 結 し て １ 個 の 擁 壁 用
ブ ロ ッ ク １ を 製 造 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ は 、 中 間 壁 後 部 ３ ｃ 、 中 間 壁 前 部 ３ ｂ 、 該 中 間 壁 前 部 ３ ｂ の 上 部 に
位 置 す る ２ 個 の 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ 、 お よ び 前 壁 ２ と で 囲 ま れ た 空 間 か ら な る 。 貯 水 可 能
な 空 間 部 ５ に は 、 上 段 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 切 欠 部 ６ か ら 排 出 さ れ た 水 ま た は 控 え 部 材 ４
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の 上 方 中 に 設 置 さ れ た 場 合 の 水 抜 き パ イ プ ９ か ら 流 入 す る 水 を 貯 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 貯 め ら れ た 水 は 、 植 栽 用 や 温 度 低 下 用 に 利 用 さ れ る も の で あ る 。 す な わ ち 、 貯 水 可
能 な 空 間 部 ５ に 土 、 埃 、 種 子 、 胞 子 等 が 飛 来 し て き て 、 温 度 条 件 等 が 揃 え ば 発 芽 可 能 と な
り 、 植 物 や 苔 等 に よ る 緑 化 が 自 然 に 開 始 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 前 壁 ２ を ポ ー ラ ス コ ン
ク リ ー ト 製 と す れ ば 、 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ に 貯 え ら れ た 水 は 、 ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト 中 の
連 続 空 隙 を 通 っ て ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト 製 前 壁 ２ の 表 面 に 徐 々 に 染 み 出 て 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ
ク 表 面 を 湿 潤 状 態 に 保 つ こ と が で き 、 こ の 湿 潤 状 態 を 保 つ こ と に よ っ て 、 苔 等 が 活 着 ・ 生
育 し や す く な る 環 境 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 前 壁 ２ を ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト 製 と す れ ば 、 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ に 貯 え ら れ た 水
は 、 ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト 中 の 連 続 空 隙 を 通 っ て ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト 製 前 壁 ２ の 表 面 に
徐 々 に 染 み 出 て 、 蒸 散 し て し ま う 。 こ の 蒸 散 作 用 に よ っ て 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ ひ い て は 擁
壁 の 周 囲 の 気 温 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
　 こ の よ う な 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク 表 面 を 湿 潤 状 態 に 保 つ た め に は 、 前 壁 ２ の 素 材 の 全 部 ま た は
一 部 を 吸 水 率 の 高 い セ メ ン ト 系 素 材 や ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー ト を 用 い て 製 造 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 切 欠 部 ６ は 、 地 山 背 後 の 土 中 の 水 を 排 出 す る た め の 水 抜 き パ イ プ ９ の 端 部 が 連 結 さ れ る
部 分 で あ る 。 こ の 切 欠 部 ６ は 、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 中 間 壁 ３ の 中 間 壁 後 部 ３ ｃ の 下 端 に 設
け ら れ て お り 、 下 端 で の 位 置 は 任 意 で あ る が 、 水 抜 き パ イ プ ９ が 控 え 部 材 ４ 中 に 埋 め 込 ま
れ て い る 場 合 は 、 控 え 部 材 ４ の 延 長 線 上 に 並 ぶ も の で あ り 、 水 抜 き パ イ プ ９ が 控 え 部 材 ４
中 に 埋 め 込 ま れ て い な い 場 合 は 、 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ の 真 ん 中 の 垂 直 線 上 に 位 置 す る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 植 栽 部 １ ６ は 、 隣 り 合 う 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 中 間 壁 前 部 ３ ｂ 同 士 の 間 に 設 け る こ と が で
き る 。 こ の 植 栽 部 １ ６ は 、 水 透 過 性 材 料 又 は 植 生 基 盤 に よ っ て 構 成 す る こ と が で き る 。 こ
の 水 透 過 性 材 料 又 は 植 生 基 盤 を 隣 り 合 う 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 中 間 壁 前 部 ３ ｂ 同 士 の 間 に 固
定 す る 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 種 々 の 補 助 具 等 を 用 い て 固 定 し て も
良 く 、 水 透 過 性 材 料 又 は 植 生 基 盤 自 体 が 隣 り 合 う 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ
の そ れ ぞ れ の 肩 に か か る よ う に 設 置 し て も 良 い 。 こ の 構 成 に よ っ て 、 植 栽 部 １ ６ は 水 み ち
８ 上 に 位 置 す る こ と に な る の で 、 水 み ち ８ を 通 過 す る 水 が 植 栽 部 １ ６ へ 供 給 さ れ る こ と に
な る し 、 過 剰 な 水 は 植 栽 部 １ ６ を 通 り 抜 け て 、 水 み ち ８ を 通 っ て 下 方 へ と 流 れ 落 ち て 行 く
こ と に な る 。 こ の 植 栽 部 １ ６ に 土 、 埃 、 種 子 、 胞 子 等 が 飛 来 し て き て 、 温 度 条 件 等 が 揃 え
ば 発 芽 可 能 と な り 、 植 物 や 苔 等 に よ る 緑 化 が 自 然 に 開 始 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 予 め 水
透 過 性 材 料 又 は 植 生 基 盤 に 種 子 や 胞 子 等 を 固 定 し て お い て も 良 い 。 該 植 栽 部 １ ６ は 水 透 過
性 を 有 す る た め 過 剰 な 水 分 は 該 植 栽 部 １ ６ の 系 外 へ 排 出 さ れ る の で 、 根 腐 れ 等 を 引 き 起 こ
す こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ を 用 い て 擁 壁 を 構 築 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず
、 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ を 敷 設 す る た め の 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ ４ 部 分 を 施 工 す る 。 次 い で 、 一
段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ を 基 礎 コ ン ク リ ー ト １ ４ 上 に 敷 設 し て い く 。 そ の 後 、 一 段 目 の 擁
壁 用 ブ ロ ッ ク １ と 背 後 の 法 面 と の 間 の 空 隙 内 に 、 一 段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 上 端 近 く ま
で 裏 込 め 材 料 を 充 填 す る 。 次 に 、 二 段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ を 積 み 重 ね た 場 合 に 該 二 段 目
の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 切 欠 部 ６ の 位 置 に 合 致 す る と 推 測 さ れ る 位 置 に お い て 、 適 宜 の 長 さ
を 有 す る 水 抜 き パ イ プ を 地 盤 中 に 埋 め 込 ん だ 後 、 水 抜 き パ イ プ の 露 出 し た 端 部 を 二 段 目 の
擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 切 欠 部 ６ に 適 宜 の 深 さ だ け 差 し 込 む と 共 に 、 二 段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク
１ の 連 結 用 凹 部 を 一 段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 連 結 用 凸 部 ３ ｄ と 嵌 合 さ せ て 、 二 段 目 の 擁
壁 用 ブ ロ ッ ク １ を 一 段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ 上 に 積 み 重 ね る 。 こ の 際 、 二 段 目 の 擁 壁 用 ブ
ロ ッ ク １ は 、 一 段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ に 対 し て 半 身 だ け 左 右 方 向 に ず ら し て 設 置 し て も
良 い 。 二 段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ を 積 み 終 え た 後 、 二 段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ と 背 後 の 法
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面 の 間 の 空 隙 内 に 、 二 段 目 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 上 端 近 く ま で 裏 込 め 材 料 を 充 填 す る 。 そ
し て 、 順 次 同 様 の 作 業 を 繰 り 返 し 施 工 し 、 最 後 の 段 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 上 方 を 天 端 コ ン
ク リ ー ト １ １ で 被 覆 す れ ば 、 擁 壁 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
擁 壁 用 ブ ロ ッ ク を 半 身 だ け 左 右 方 向 に ず ら し て 構 築 し た 擁 壁 の 場 合 、 擁 壁 背 後 の 土 中 の 水
は 、 水 抜 き パ イ プ ９ を 通 っ て 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 中 間 壁 前 部 ３ ｂ に 設 け ら れ た 切 欠 部 ６ 通
じ て 排 出 さ れ 、 こ の 排 出 さ れ た 水 は 、 下 段 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ へ 貯
え ら れ 、 更 に 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ か ら 溢 れ た 水 は 、 両 端 の 中 間 壁 前 部 頂 部 ３ ａ の 上 部 を 越
え て 通 過 し 、 該 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 左 右 方 向 に 排 出 さ れ 、 さ ら に 隣 り 合 う 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク
１ 同 士 の 間 の 水 み ち ８ を 通 じ て 下 段 の 貯 水 可 能 な 空 間 部 ５ へ と 流 れ 落 ち る 。 以 下 同 様 に 流
れ 落 ち 、 最 終 的 に は 最 下 段 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク １ の 中 間 壁 前 部 ３ ｂ に 設 け ら れ た 切 欠 部 ６ 通
じ て 擁 壁 下 部 前 面 に 設 け ら れ た 排 水 溝 １ ０ へ と 排 水 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 背 後 か ら の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 前 壁 を 取 り 除 い た と き の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク を 用 い て 構 築 し た 擁 壁 の 一 例 お よ び そ の 周 囲 を 示 す 正 面 図
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 擁 壁 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ の 擁 壁 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 更 な る 他 の 例 を 示 す 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 背 後 か ら の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ２ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ２ の 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク を 用 い て 構 築 し た 擁 壁 の 一 例 お よ び そ の 周 囲 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 ９ の 植 栽 部 設 置 部 分 付 近 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 擁 壁 用 ブ ロ ッ ク
　 ２ 　 前 壁
　 ３ 　 中 間 壁
　 ３ ａ 　 中 間 壁 前 部 頂 部
　 ３ ｂ 　 中 間 壁 前 部
　 ３ ｃ 　 中 間 壁 後 部
　 ３ ｄ 　 連 結 用 凸 部
　 ４ 　 控 え 部 材
　 ５ 　 貯 水 可 能 な 空 間
　 ６ 　 切 欠 部
　 ７ 　 水 み ち
　 ８ 　 水 み ち
　 ９ 　 水 抜 き パ イ プ
　 １ ０ 　 排 水 溝
　 １ １ 　 天 端 コ ン ク リ ー ト
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　 １ ２ 　 裏 込 砂 利
　 １ ３ 　 胴 込 コ ン ク リ ー ト
　 １ ４ 　 基 礎 コ ン ク リ ー ト
　 １ ５ 　 不 透 水 層
　 １ ６ 　 植 栽 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 2005-290664 A 2005.10.20



【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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